
令和６年度予算の概要

長期前受金戻入：施設の新設や改良をする際に交付を受けた補助金等の減価償却費相当分を収益として計上したもの。

近年の地震等災害により被災した施設・水道管の復旧工事を行うためです。

過年度の収益的収支の利益分や減価償却等の内部留保資金を「補てん財源」として支出不足額に充
てます。資本的支出を減らすために、建設改良費を抑制すると、必要な更新投資ができなくなりま
す。それにより老朽化した水道管が漏水し、断水の発生や収益効率の悪化を招く恐れがあります。
補てん財源と資本的収入の範囲内に支出を抑えることが重要です。

老朽化した水道
管を耐震性能の
高いものへ順次
更新します。

老朽化した施設
の機械設備など
を更新します。
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資本的支出が多いのはどうして？

収益的収支
【水道水を作り供給するための収支】

14億9,681万円 14億7,926万円 11億8,423万円7,621万円

資本的収支
【施設を作るための収支】

収支不足額はどうするの？

【継続事業】
老朽管更新
（６５０ｍ）

【新規事業】
鴻ノ巣浄水場
更新事業

主な事業
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